予算要求資料
平成26年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名 ぎふ成長産業強化プロジェクト事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　総合企画部　研究開発課　研究開発係　電話番号：058-272-1111（内 2484）

　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
　

１　事業費　　38,000千円（前年度予算額：40,000千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	40,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	40,000

	要求額
	38,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	38,000

	1月29日時点
査定額
	38,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	38,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
航空機や次世代自動車産業等の材料開発分野へ新規参入を目指す県内企業が増加している中、県が中心となり参入企業の要望に応じた研究開発、技術支援を迅速に行うことが求められています。

（２）事業内容

今後の成長が期待される次世代自動車・航空機産業分野を対象に、工業系試験研究機関が企業・大学と連携して、ＣＦＲＰ（炭素繊維強化プラスチック）を用いた軽量化部材開発等の製造技術確立を目指し、研究開発を行います。

　【研究課題】
　　・熱可塑性ＣＦＲＰの立体成形技術の確立
　　・熱可塑性ＣＦＲＰの切削・研削加工技術の確立
　　・熱可塑性樹脂部材のレーザー加工・超音波溶着技術の開発
　　・生産性向上に資する射出成形スマート金型の開発

　　・乗り心地を考慮した輸送機関用シートの開発

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	2,807
	職員旅費（共同研究機関とのうち合わせ、学会参加）

	需用費
	11,070
	研究のための各種消耗品の購入等

	役務費
	2,440
	ソフトウェア更新手数料、ぎふ技術革新センター機器使用料等

	委託料
	500
	金型改良委託費

	備品購入費
	20,025
	研究備品の購入

	その他
	1,158
	出張時のＥＴＣ利用料金、学会参加負担金等

	合計
	38,000
	任意：22,077　単建：15,923


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　 岐阜県成長・雇用戦略
（２）後年度の財政負担

　　　平成２７年度まで継続して実施
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県民生活の向上に貢献する科学技術の振興を基本目標に掲げる「岐阜県科学技術振興方針（H24～28年度）」に沿い、①次世代産業の育成と地域経済の活性化（モノづくり）、②活力とゆとりのある質の高い県民生活の実現（地域づくり）、③科学技術の担い手の育成（人づくり）を柱に、県民・産業界のニーズに応える研究開発を進めます。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	技術移転の推進

※関連企業への技術移転
	－
	－
（H22）
	－
（H23）
	－
（H24）
	7件
（H27）
	－



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

CFRPの成形・加工技術の開発と成果普及を目指して、連携する岐阜大学複合材料研究センターやぎふ技術革新プログラムのコーディネータとともに研究計画、進捗、想定する出口について協議しました。その結果を踏まえて、CFRPの成形に関する研究2課題、加工に関する研究2課題、想定するCFRPを活用した出口製品に関する研究1課題を実施しました。


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　CFRPの成形に関する研究では、要望される変形量を満たすための成形条件やCFRP材料中の炭素繊維の編み方などを検討しました。また、今後重要となる射出成形について、成形性の指標となる樹脂の流動評価を行いました。

加工に関する研究では、レーザーを用いた穴あけ、切断や砥石を用いた加工など各種加工条件について検討しました。

CFRPを活用した出口製品では軽量航空機用座席について座り心地を加味したフレーム設計について検討しました。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	岐阜県が得意とする部材づくりの優位性を維持しながら、今後の成長が期待される産業分野へ集中的に研究開発を推進する本事業は、外部環境に左右されない強い産業の実現と持続的な発展に貢献するため、事業の必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	各種研究開発課題について、市場技術との差別化やより強い競争力をもった技術の開発となるように産学官連携を行っています。これにより、CFRP材料の高機能化や成形・加工時間の短縮化のための最適条件など、技術移転可能な成果がでつつあります。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	年度始めと中間、年度末の3回ヒアリングを実施し、出口を想定した研究計画、内容となるように十分に精査しており、次年度の研究計画や経費配分等についても成果(技術移転)を得る体制となるよう、効率的な運営管理に努めています。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　航空機や次世代自動車産業等の材料開発分野へ新規参入を目指す県内企業が増加している中、県が中心となり参入企業の要望に応じた研究開発、技術支援を迅速に行うことが求められています。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　継続して業界からの相談・要望を聞き取り、そのニーズを研究開発内容に反映させつつ、研究所が有する技術シーズを活用してより競争力を持った技術開発を行います。


